
魚津市農業委員会の農地利用最適化推進委員の推薦・応募状況について

　農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第19条第２項の規定により、同条第１項の規定

により農地利用最適化推進委員として推薦を受けた者及び募集に応募した者に関する情報を次の

とおり公表します。

令和８年５月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                                  魚津市長　　村椿　晃

１．応募等をした者の数

　（１）応募した者の数　　　　　　０人

　（２）推薦を受けた者の数　　　11人　

２．応募等をした者の情報

　　　 別紙「応募等をした者に関する情報」による



推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 42世帯

推薦の理由

氏名 職業 会社員 年齢 ６０歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 12名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ７３歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 50名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ６２歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

応募した者に関する情報（別紙）

農事組合法人かがやき営農組合 高島　勝

三ケ地区を一集落として米を中心とした農業経営

被推薦者は親の農地全てを相続するとともに農事組合法人かがやき営農組合の一員と
して地区農業の発展に寄与し現在に至っている。また農業後継者として積極的に取組
み、地区農業の状況等に精通している者として推薦します。

推薦を受ける者

山口　耕治（ﾔﾏｸﾞﾁ　ｺｳｼﾞ）

水稲　（自作地） 77a

下中島地区生産組合生産組合長協議会長（R8.4月～現在）

上中島地区区長会 椎名　清継

各町内の代表として振興会事業運営等の地区活動の推進

被推薦者は父の農地を相続・経営しており、生産組合長、農協総代等を歴任、周りに先
駆けて「富富富」の作付けに取り組むなど、地区の農業発展に寄与している。水稲中心
に耕作依頼を受けて耕作放棄地の発生抑制に取り組んできた。令和３年より「魚津市秋
冬はくさい出荷協議会」のメンバーとしてはくさい栽培を行い、担い手として農地の集約
等の取組に活躍されると思われることから推薦する。

推薦を受ける者

牧　博史（ﾏｷ　ﾋﾛｼ）

水稲、露地野菜等　（自作地） 219a、（借地）53a

―

松倉自治振興会 木下　正博

松倉地区の振興、活性化を図るための計画等を策定し、地
区民相互の融和と親睦を深め、産業、文化、スポーツ等の
振興や福祉の推進を図る。

被推薦者は、令和５年より農地利用最適化推進委員として就任し、農業委員とともに地
域計画取りまとめや連絡調整の手腕を発揮しており、地区民の信望も厚い。また、稗畠
地区区長を務めた経験もあり、稗苗営農組合発足の平成16年から役員として携わり、農
地を荒廃地にならないように話し合うなど、地区の中でも取りまとめ役として農業振興に
取り組んでおり、地域の農地・農業に精通している者として推薦する。

推薦を受ける者

政二　幸寛（ﾏｻﾆ　ﾕｷﾋﾛ）

水稲　（自作地） 45a、（借地）28a

農地利用最適化推進委員（R5.8.7～現在）



推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 ７名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ６９歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 ６名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ５１歳

性別 女 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 37名

推薦の理由

氏名 職業 会社員 年齢 ７４歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

応募した者に関する情報（別紙）

上野方生産組合長協議会 佐々木　吉実

上野方地区の生産組合長による意見の取りまとめや協議を
行うことで生産性の向上を図る。

被推薦者は、過去に生産組合長を務めた経験があり、地区の農業に関する情報等の周
知、連絡に尽力した。現在、地区の農業者の一員として、農業技術や農地に関すること
について、関心を持っていることから推薦するにふさわしい人物である。

推薦を受ける者

窪田　信行（ｸﾎﾞﾀ　ﾉﾌﾞﾕｷ）

水稲　（自作地） 4.5a

―

下野方地区総代会 金盛　孝

下野方地区の土地、道路、水路等の保全・整備、各地区の
連絡調整

梨の専業農家となり25年が経過し、地区の女性農家からの信頼がある。令和７年より魚
津市農業者協議会の副会長を努め、市内の農業状況にも精通していることから候補者
として推薦する。

推薦を受ける者

清水　美代子（ｼﾐｽﾞ　ﾐﾖｺ）

果樹（梨）　（自作地） 70a、（借地）5a

魚津市農業者協議会副会長（令和７年３月～現在）

片貝地域振興会 平野　泰正

片貝地域住民の創意と工夫による地域振興事業の実施

土地改良区総代、東蔵中山間地域代表、東蔵地区生産組合長など地域を代表して農業
政策を熟知しており、候補者として推薦する。

推薦を受ける者

山本　行雄（ﾔﾏﾓﾄ　ﾕｷｵ）

水稲　（自作地） 56a、（借地）44a

農地利用最適化推進委員（R5.8.7～現在）、土地改良区総代（R4.4.1～R8.3.31）、
東蔵中山間地域代表（R2.4.1～R7.3.31）、東蔵地区生産組合長（H29.2.1～R7.1.31）



推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 26名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ６４歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 ８名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ７０歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 ９名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ４０歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

応募した者に関する情報（別紙）

加積地区農業振興委員会 石﨑　　勉

農業関係の地区を代表する役員を選出する。加積地域振興
会に所属し、加積地区の発展に寄与する。

魚津市役所に勤務しながら自宅のリンゴ栽培を手伝い、市役所退職後、本格的にリンゴ
園の経営に携わるとともに、吉島７区生産組合長として、地域の農業関連も含めた諸問
題について地区住民の連絡調整役を務めている。地区農業の整備発展に寄与しており
地域の農地・農業の現状に理解・精通しいることから推薦する。

推薦を受ける者

冨居　幹生（ﾌｺﾞｳ　ﾐｷｵ）

果樹（りんご）　（自作地） 30a

吉島７区生産組合長（R6.4月～現在）、魚津市果樹振興会総代（R4.12月～現在）、
加積りんご組合監事（R6.4月～現在）

天神地区生産組合長協議会 澤田　重孝

農業の振興

被推薦者は個人農家として水稲を作付けしているほか、（農）天神営農組合の組合員と
して地域農業の維持・発展に尽力している。また、昭和51年から平成28年までJAうおづ
営農担当として、農業振興の発展に寄与している。令和５年８月からは農地利用最適化
推進委員として就任しており、農業委員とともに地域計画の策定のとりまとめなどに携わ
り、地区住民からも信頼を得ている。以上の点から農地の集積・集約化を推進する能力
を有していると判断し、推薦する。

推薦を受ける者

吉野　俊彦（ﾖｼﾉ　ﾄｼﾋｺ）

水稲　（借地） 160a

農地利用最適化推進委員（R5.8.7～現在）、JAうおづ営農担当（S51.4.5～H28.3.31）、
（農）天神営農組合組合員（H30.2.19～現在）

道下地区生産組合長協議会 大﨑　直武

道下地区の営農経営の発展のため各地区相互の連絡調整
及び生産組合長の地区活動の健全な発展を図る。

被候補者は、専業農家（認定農業者）として水稲栽培・施設園芸に取り組んでおり、岡仏
地区ほか周辺地区の水稲栽培農家の中心的な存在である。現在、生産組合長を務め、
地区内の農地・農業の状況に精通しているため、推薦する。

推薦を受ける者

松本　謙介（ﾏﾂﾓﾄ　ｹﾝｽｹ）

水稲、施設野菜　（自作地） 100a、（借地）700a

農地利用最適化推進委員（R5.8.7～現在）、認定農業者（H31.4.25～現在）、
生産組合長（H26.3.1～H28.2.28、H30.3.1～R2.2.28、R4.3.1～R6.2.28、R8.3.1～現在）



推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 ８名

推薦の理由

氏名 職業 会社員 年齢 ５４歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

推薦団体

団体名 代表者

目的 構成員の数 19名

推薦の理由

氏名 職業 農業 年齢 ６９歳

性別 男 農業経営の状況

経歴

応募した者に関する情報（別紙）

経田地区生産組合協議会 平﨑　　章

今後の農業全般についての活動

農地利用の在り方について積極的に活動している。農業に係る地域計画に精通し貢献
していることから、推薦する。

推薦を受ける者

南塚　英雄（ﾐﾅﾐﾂﾞｶ　ﾋﾃﾞｵ）

水稲　（自作地） 150a

農地利用最適化推進委員（R5.8.7～現在）、江口生産組合長（R5.1月～現在）

西布施農業振興会 髙瀬　光男

西布施農業の振興と農業関連の役員推薦に関すること

被推薦人は農業への思い厚く、地区の圃場整備事業や農地の集積化、さらに農業経営
体の法人化等の協議の場に毎回出席して建設的な意見を述べるなど地区民から厚い信
頼を受けてきた。また地域の生産組合長、黒部川左岸土地改良区総代を歴任、さらに
（農）布施の里の理事として地域農業に貢献しており、これらの経験、実行力を有するこ
とから、推薦に好ましい人物である。

推薦を受ける者

谷越　俊一（ﾀﾆｺｼ　ｼｭﾝｲﾁ）

水稲、露地野菜等　（自作地） 30a

（農）布施の里理事（R6.4.1～現在）、黒部川左岸土地改良区総代（R4.4.1～R6.3.31）


